
　形骸化した理念が先行してしまう可能
性があるので、そこにガバナンスを働かさ
なければいけない。いろんな人と意見を
戦わせる場所があって、初めてそれが正
しいのか正しくないのかというのが見えて
くる。そこが博進堂の理念でいうところの
「関係創出」という横軸ですよね。横串を
入れることによって、そこら辺が見えてくる
ということなんです。
　よって理念だけではだめで、そこにそ
の理念を神話化させてしまわないような
マネジメントが必要になってくるわけです
ね。ところが今度はマネジメントだけになる
と市場原理が幅を利かせてくるんです。
お金というものです。ここにお金に対する
理念が必要になってくるんです。お金とい
うのは化けますからね。
　例えば、1億円というのは宝くじで当
たった1億円も、ノーベル医学賞を受賞さ
れた山中さんがノーベル財団から授与さ
れる1億円も同じ貨幣価値です。しかし、
この1億円に含意されている意味価値は
大きく相違しているのです。このように貨
幣ですら、そこに理念が入ってくる時に
違ったものに化けてくるということです。
清水　経営学の世界では、理念とマネジ
メントの存在はどの辺の位置にいるんで
すか。
平松　これを強調する人は意外と少な
いです。唯一、そこら辺は内発的動機付
けという研究が相当浸透しています。お
金じゃないマネジメントということですね。
お金によるマネジメントというのは、ニンジ
ンをぶら下げて人をコントロールするとい
う外発的動機付けです。これが一般的
に言われている動機付けです。
　それに対してお金では動かないという
動機付けがあるはずだと。これが内発的
動機付けという世界です。ところがこれを
強調しすぎると苦しくなってしまう場合が
あります。だからこそ徹底した理念が必
要だということになるのです。
　例えば先ほどお話に出た山中さんは、
卵細胞から幹細胞を抽出することを研究
していました。でも彼は卵細胞は生命で
ある。その生命を殺して命に貢献すると
いうことは、彼の理念が許さなかった。よっ
て彼は皮膚細胞から万能細胞を作った。
これは彼の理念です。

　その理念のところをマネーにすると、お
そらく卵細胞を殺して、誰よりも早く万能
細胞を見つけ出そうとしただろうと。でも
結果としてノーベル医学賞にはつながら
なかった。他の医学者がそれを見つけ出
すことができなかったわけですから、これ
は理念による成果であるということです
ね。
清水　先日、「博進堂大学」のことを新
潟市と鹿児島の病院関係の方に話した
ら、ぜひ平松先生に会いたいと言うんで
すよ。お二人とも博進堂が新潟大学の先
生と組んで何を生み出すかに興味がある
んですね。
平松　「博進堂大学」は医療現場や中
小企業、学生に教育・研修の場を提供し
ます。そこからおそらくライフクリエイション
が現われてくるであろうと。
清水　昨今の医療現場にはどのような
課題があると考えていますか。
平松　看護師のバーンアウト問題は見過
ごしに出来ないです。私の研究室の博士
学生にも燃え尽き症候群を研究している
者がいます。2025年頃から我が国では多
死化現象が顕著化することが予測され
ており、このことが医療組織を超多忙にし
看護師をバーンアウトに追い込むことにな
るかもしれません。これらを回避するため
にも看護師の量的確保と質的向上の同
時的追求が求められ、これを実現するた
めにも医療現場におけるマネジメント力の
向上が必須の課題となるでしょう。
　それと博進堂で企業理念づくりを進め
ている企業さんから、今度は組織能力を
開発しなければいけないということで、理
念ベースの目標管理をやりたいというお
話をいただいています。あと、ある中小製
造会社の社長に博進堂の理念ベース
のMBOを紹介したところ、非常に関心を
もっていただきました。こういう小さなつな
がり、ネットワークが博進堂の四つ目の理
念、「関係創出」につながっていくと思い
ます。一つひとつ、理念に合っているかを
絶えず検討しながら、仕事にあたっていく
ことが大切ですね。
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